
山下　江川さんは大学では国際関係論を専攻され、卒業後は主に金融

の世界で活躍されてこられましたね。ハーバードでＭＢＡを取るとい

うことは、いつ頃から考えていらしたんですか。

江川　大学を卒業して、シティバンクで働き始めてからです。私は高

校時代に交換留学生でカリフォルニアへ行ったんですが、その経験か

ら漠然と国際的な仕事をしたいと考えていました。では、何が自分に

合っているかなと考えたとき、公務員や外交官という選択肢はぴんと

こなかった（笑）。シティバンクを選んだのは、外資系の方がやりたい

仕事に携われるチャンスがあると思ったからです。でも、当時はまだ

男女雇用均等法施行以前ですから、やはり与えられるチャンスは同じ

ではなかった。ロールモデルもいませんでしたし、キャリア形成の上

でもハードルは高かったですね。

　留学してＭＢＡを取ろうと決めたのは、ビジネスの世界で自分の可

能性を伸ばすには必要だなと考えたため。直属の上司が「勉強になるし、

面白いよ」と勧めてくれたことも後押しになりました。

山下　私がぜひ江川さんにお目にかかりたいと思った理由の一つが、

『ハーバードの女たち』*なんです。ハードな勉強で知られるハーバード・
ビジネス・スクールを卒業され立派なお仕事をなさっている。私にと

って憧れの人です（笑）。

江川　照れてしまいます（笑）。それに、『ハーバードの女たち』は、

自分で読んで面白かったので、ほかの女性たちと分かち合いたいと思っ

て翻訳したんです。入社が決まったソロモン・ブラザーズでの研修が始

まる前で時間もありましたし。たまたま私の友人がフリーの編集者で、

出版社に企画を持ち込んでくれたこともラッキーでしたね。でも、その

出版社の担当の方は、売れそうもない、とおっしゃったそうです。

山下　私はまだ大学院生でしたが、回りの友人たちはみんな読んでい

ましたね。女性がキャリアを築いて仕事をしていくことへの憧れとい

う意味でも、あの本の効果は大きかった。ちょうど竹内弘高先生がハ

ーバードから一橋に移っていらっしゃった時期でもあり、私にとって

キャリアを考える原点になりました。というのも、私たちは雇均法の

第一世代で、ロールモデルがあまりに少なかったんです。個人的には、

看護師さんがＭＢＡを取るという逸話が強く印象に残っています。誰

でも挑戦していいんだと、目を開かれた思いがしました。

江川　あの本に描かれているのは、70 年代にハーバードで学んだ女性

たちの 10 年後ですよね。肩肘を張ってキャリア形成している人もい

れば、家庭に入る選択をした人もいる。同級生のアメリカの女性たちは、

一橋の女性たち

各界で、ユニークでエネルギッシュな人材が豊富と評判の一橋出身の女性たち、その活躍分野は、多岐にわたっています。

彼女たちは、いかにキャリアを構築し、どのような人生のビジョンを抱いているのか？

HQでは、連載で一橋の女性たちをご紹介しています。

第３回は、ハーバード・ビジネス・スクール日本リサーチ・センター長である江川雅子さんにご登場いただきました。

江川さんは現在、一橋大学大学院商学研究科の博士課程で論文に取り組んでいらっしゃいます。

お相手は、編集委員、商学研究科の山下裕子です。
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*「ハーバードの女たち」リズ・ローマン・ガレーズ著江川雅子訳。1987 年講談社刊 

［原題：WOMEN LIKE US〈Gallese, Liz Roman〉］

“仕事も結婚もすべて思いのまま”のチケットを手に入れたハーバード卒エリー

ト・ウーマンたちの“十年後”を徹底的に追跡したドキュメンタリー。自信と

野心、恋愛と結婚、そして絶望と孤独―浮きぼりにされたそれぞれの人生の軌

跡は、ビジネス界に生きる全女性への衝撃的メッセージとなっている 

江川雅子（えがわ・まさこ）
ハーバード・ビジネス・スクール日本リサーチ・センター長

1980 年、東京大学教養学部卒。同年、シティバンクに就職。84 年、ハーバード・ビジネス・スクールに入学、

86 年同校で MBA 取得。米ソロモン・ブラザーズ（現日興シティグループ）などを経て、

2001 年 11 月から現職。現在、一橋大学大学院商学研究科博士課程に在学中。

自分の可能性を試すために、仕事を辞め、MBAに進学

「ハーバードの女たち」からのスタート



「古い価値観よね」と言ってました。

山下　私たちの受け取り方とは、まるで違いますね。出版社の担当者

の方が「売れそうもない」といったのは、日本ではまだ早すぎるとい

う意味でしょう。当時、日米の女性たちのキャリア環境の差は、そん

なに大きかったんですね。

江川　私がハーバードで学んだ 80 年代当時の日本は、女性が仕事を

することは、ワガママなこと、という意識がありました。母親なら、

子どもの面倒をみてあたり前、女性が仕事をもつと回りに迷惑をかけ

ることになると考えられていましたね。一方、アメリカの女性たちは、

もっと自然体で生きられるようになっていた。そんなに肩肘を張らず

に、仕事も結婚もと考えられるようになっていたんで

すね。キャリアをめざす女性のためのハウツー本もた

くさん出版されていたし、女性がマスとして社会に進

出していった結果という面もあると思います。

山下　現在では日本でも、仕事と結婚の両方を自然な

かたちで実現する女性が増えてきました。でも、キャ

リアを築き上げていくという観点でみると、日本はま

だ遅れていますね。そこを打開していくためには今後、

何をすべきだと思われますか。

江川　企業という意味でいえば、経営者が女性のキャリア形成にもっ

と真剣に取り組むことですね。多様性をもつ組織の方がパフォーマンス

が良いという研究結果もあるそうです。女性の個人的なストラテジーと

いう意味では、目標を世界に広げること。例えば、ＩＢＭシンガポールで

経験を積み、それを糧に次をめざすという選択肢だってあると思います。

山下　女性だけに限りませんよね。男性女性どちらにとっても、働き

方の選択肢は多いほどいい。

江川　そう思いますね。あと大学としてやるべきことを考えるなら、

活躍している先輩たちにふれあう機会を積極的につくってあげること。

在学中に社会との接点を増やし、社会の厳しさを体験させることで卒

業後に感じるギャップを埋める努力が必要だと思います。また、大学

時代は視野を広げるのに大切な時期なので卒業生の枠にこだわらず、

いろいろな分野の人̶例えば最先端の科学者など理系の人も含めて̶

と接する機会を設けることも重要ではないでしょうか。

山下　話は戻りますが、江川さんがビジネススクール卒業後に日本に

戻らずアメリカで就職しようと思われたのはなぜですか。

江川　ウォールストリートで仕事がしたかった。世界の金融センター

でＭ＆Ａや企業の資金調達に関わりたいという明確な目標があったん

です。Ｍ＆Ａや資金調達が企業に与える影響は大きく、かつ長期にわ

たるでしょう。そうしたインパクトのある仕事に携わりたいと強く希

望しました。

山下　Ｍ＆Ａは、まだ始まったばかりの頃ですよね。すんなり希望の

職種につけたのですか。

江川　タフな仕事だから女性にはムリだと言われました。でも、こう

いうわけだからどうしてもやりたいと、理由をキチンとあげ、面接で

粘りました。

山下　入り口を突破しても、キャリアを積み上げていくことはとても

大変なことだと思います。もう辞めよう、と思われたこともあったの

ではないんですか。

江川　それはありましたね。特に最初の頃は、そうでした。この世界

では、努力と結果は必ずしも相関関係が

ないんです。いくらがんばってもマーケ

ットが逆方向に動いて案件がストップし

てしまうこともあれば、あまり努力しな

くても偶然株価が上がって感謝されるこ

ともある。しかも、結果がすべての業界

ですから、落ち込んだときは辞めたいと

思ったこともありました。外資系の金融

業界は、自分で自分をマネージしないと

いけない世界です。大学を卒業してシティバンクに入ったとき先輩か

ら「自分で自分の面倒をみろよ」と言われた意味が、よくわかりました。

でも、私は性格的には楽天的（笑）。本気で辞めるところまではいきま

せんでした。

山下　そうした厳しい世界のなかで、どうやってご自分のモチベーシ

ョンを維持されたんですか。

江川　やはり、その分野でプロとして通用するようになりたいという

気持があったからでしょうね。だから、例えば自分には言葉のハンディ

があるんだから仕方ないんだなどと、自分で自分を甘やかしてはいけ

ないと思っていました。あと、数は少ないけどニューヨークにはロー
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山下裕子（やました・ゆうこ）
商学研究科助教授

プロとして通用する自分でありたい、自分に甘えてはいけない
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ルモデルにできる女性がいたことも励みになりましたね。同期入社の

人を自分のなかでベンチマークし、遅れないようにがんばろうと自分

に言い聞かせていました。

山下　そうやって努力して自分がどこまで行けるのか、到達目標がほ

しいということはありませんか。私は時々今まで一生懸命やってきた

けどこれから何をめざすのだろうと考え込むことがあります。

江川　もちろん目標や外的な評価によって到達度が見えることはあり

ますが、むしろいつも学んで前進したい、新しいことや新しい価値に

挑戦したいという気持が、自分を前へ進ませる力だったと思います。

山下　89 年に帰国されて、ウォーバーグ（現ＵＢＳ）ではエグゼクテ

ィブ・ディレクターまで務められたわけでしょう。そこまでキャリア

を築き上げた金融業界から今度はアカデミックな世界へと飛び込んで

いかれた。すごく勇気があるなと感服しました。

江川　そろそろ違うことにチャレンジしてみたいと思ったこともあり

ましたね。現在のハーバード・ビジネス・スクール日本リサーチ・セ

ンターのお話は何年か前にいただいていました。面白そうだなと思っ

たけど、まだ早いかなとお断りしていたんです。引き受けようと決心

したのは、卒業 15 年目の同窓会でハーバードの戦略を情熱をもって

語られた学長のお話に打たれたこと。もう一つは、同窓会の時に亡く

なった同期生の追悼式に出席したとき、もし私が明日交通事故で死ん

だら、自分の人生はどんな風に総括されるんだろうって考えたんです

ね。金融の世界でがんばりましただけではつまらない、少しは社会に

還元できることをしたいと思ったんです。

　江川さんは、私にとって憧れの人だった。女性でハー

バードＭＢＡであり、ウォールストリートで働きながら、

自分が面白いと思った本をさらりと翻訳してしまう。そ

の決断と行動力のスケールの大きさに、学生時代に大き

く目を開かれたことを今でもありありと思い出す。私の

キャリアは、言ってみれば『ハーバードの女たち』から

のスタートだったのである。その憧れの人と縁があって

個人的にお付き合いさせていただくようになり、凄い仕

事を次々と達成されてきたのに、少しも尊大なところな

く、思いやりに溢れ、柔らかでウイットに富んだ御本人

のお人柄にますます惹かれるようになった。

　今回、江川さん御自身の『ハーバードの女たち』から

のキャリアの軌跡を伺う機会をいただき、新しい分野で

のキャリアを大胆に決められたその姿勢に改めて、憧れ

が更にバージョン・アップされた気がする。

　キャリアは、時間の経緯の中、一人の人間の人生の過

程で形成される。その意味で、点ではなく線である。ま

た、万人にとっての正解というものはなく、才能、ビジ

ョン、環境などに応じて個々人がテイラーメイドで作り

上げるものである。個性に満ちたキャンバスの面の中に

キャリアの線が引かれ

る。線は面の中で捉え

てより一層生き生きと

した意味を帯びたもの

となるだろう。

　大学はそのような面の

付き合いができるネット

ワークの母体としての役割を果たすのだろうと思う。今回こ

の連載のタイトルの件の著書との類似に改めて気がついた。

『一橋の女たち』がキャリアを創造する女性、そして男性に、

面の視点を提供できることを祈りたい　　（山下裕子）

対談を終えて

一橋の女性たち

山下　日本センターは江川さんが初代のセンター長ですよね。

江川　立ち上げに関われる魅力も、お引き受けした動機の一つです

ね。オフィス探しから始めましたから、最初は自宅がオフィスがわ

りでした（笑）

山下　2001 年の暮にセンター長に就任され、翌年４月には一橋大学

大学院の博士課程に入学されていますね。改めて大学に行こうと思わ

れたのはお仕事のためですか。

江川　仕事のためというより、これまで仕事をしてきたなかで疑問を

感じたり、不思議に思ったことをちゃんと筋道立てて研究したいと考

えたためです。仕事を通して生まれた問題意識を、これまでと違うレ

ンズでみたら、新鮮な発想が生まれるかもしれない、見え方が広がる

ことで、可能性も広がるのではと思いました。

山下　現在のお仕事はリサーチが中心ですか。

江川　日本リサーチ・センターのミッションは、ハーバード・ビジネス・

スクールの教員が行う日本企業の研究をサポートすることです。日本

のメディアや情報ソースに直接アクセスして、日本企業について、ア

メリカで入手できないような正確で良質な情報を入手することは大き

な意義があります。ハーバードでは 90 年代後半から香港、ブエノス

アイレス、パリで順次オフィスを立ち上げている。運営は卒業生のＭ

ＢＡに任せるというのもポリシーで、質の高いアウトプットを通じて、

ボストンの教員に貢献することが目的です。私自身もケースを書いた

り、リサーチをしたりしています。私が博士課程に入学したのは、そ

こに役立つかなという意味合いもありますね。

　日本人の立場でいえば、優れた日本企業や日本の状況について世界

に発信するというのも、意義のあることだと思います。

山下　研究の成果に期待しています。
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徳間書店　スタジオジブリ　事業本部長代理

高橋 望氏

第4 話
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個性は主張する

One and Only One
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けの映画なのだと。子どもたちは未来に向かって生きていく。その未

来は、生きていくに値するものだということを伝えるのがアニメ映画

の役割なのだと。だから、年老いて味わう悲哀に人生の真実があるに

しても、そういうことを伝えるものではないのだと。彼はそう答えた。

　これは、至言だと思うのです。アニメの世界はその後大発展して、

宮崎さん自身も子ども向けとはいえない作品をつくったりしています

が、アニメの原点はそこにある。だとしたら、アニメづくりもそれな

りに意味があるんじゃないか。そう感じて、徳間書店からの出向とい

う形でスタジオジブリに移ることにした。1989 年の秋のことです。

　アニメ映画はふつう、クリエイティブなスタッフと、それをマネジ

メントするスタッフとでつくりあげます。クリエイティブのほうの長

が監督で、マネジメント側の長がプロデューサーです。ジブリでは監

督がプロデューサーの役割もこなしてしまうというところがあるので

すが、ともあれプロデューサーは、企画を立て、監督以下のスタッフ

を手配し、資金を調達し、できた作品を売り、収支の帳尻に最終的な

責任をもつという立場にある。

　ジブリでの僕の役どころは、そのプロデューサーである鈴木の下で、

制作業務全般を取り仕切ること。わかりやすくいえば、雑用係です。

本来は予算管理やスケジュール管理が大きな仕事になるのですが、ジ

ブリの場合は予算にもスケジュールにもかなりのゆとりをもたせてい

ますから、メインの仕事は、スタッフ全体の調整業務になります。特

にクリエイティブのほうには、絵を描く担当、色を塗る担当、背景を

　1983 年に大学を出て、徳間書店に入って足かけ７年、『テレビランド』

『アニメージュ』『４ＷＤフリーク』という３つの雑誌の編集に携わり

ました。この７年間が僕の人生でもっとも充実していた黄金時代だっ

たと思うんですが、『４ＷＤフリーク』で編集長と仲違いをしてしまっ

た。それが編集部の外にまで漏れ伝わったんでしょうね、『アニメージ

ュ』の時の編集長だった鈴木敏夫から、スタジオジブリの宮崎（宮崎

駿）さんに会ってみないかと声をかけられた。スタジオジブリは現在、

徳間書店の中のひとつの事業部になっていますが、当時は徳間書店の

子会社という位置づけで、『風の谷のナウシカ』『天空の城ラピュタ』『と

なりのトトロ』『火垂るの墓』『魔女の宅急便』というヒット作を連発

していた。監督には宮崎駿と高畑勲という二枚看板がいて、そのプロ

デュースを手がけていたのが鈴木だったのです。

　僕は 1960 年生まれのアニメ世代で、アニメは大好きだった。でも、

宮崎駿作品は特に好きというわけじゃなかった。それは今も変わりま

せん。ただ、そういう好き嫌いを超えて、宮崎駿という作家はとてつ

もなく大きな存在であることは確かです。この 10 年か 20 年かで急に

話題になっていますが、目の利くアニメ愛好者なら誰もが、なにを今

更と感じているはずです。東映動画の時代から、彼が手がけた作品は、

どんな小さな作品でも光るものがあった。僕にとっても少年時代から、

宮崎駿はアニメの「神様」みたいな存在と思ってました。

　その神様に会って、そもそもアニメとは何なんですかと、大上段に

ふりかぶった問いを投げかけてみた。そうしたら、アニメは子ども向

結果や成果を求めることに興味はもてません。
好きだと感じられることをやりつづけていたい。

それだけが僕の行動原理です。

One and Only One

雑誌編集の畑から
急遽アニメ制作にまわされ、「神様」と出会った

制作スタッフという
雑用係を任されて
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つける担当、フィルムに撮影する担当、音をつける担当、現像してプ

リントする担当など、社内と社外に大勢のスタッフをかかえこんでい

る。彼らがぎくしゃくしたり、いざこざを起こしたりしないように、

みんなをなだめたり、すかしたりして、１本の映画にまとめあげること。

つまり、クリエーターたちのモノづくりを裏方としてサポートするこ

と。それが制作という仕事です。

　僕がこれまでにジブリで制作を担当したのは『おもひでぽろぽろ』『紅

の豚』『平成狸合戦ぽんぽこ』『耳をすませば』『ホーホケキョとなりの

山田くん』『千と千尋の神隠し』の６本。『海がきこえる』『猫の恩返し』

『ギブリーズepisode 2』ではプロデューサー役を務めました。

　ここに挙げたほかにもう１本、ジブリには『もののけ姫』というヒ

ット作品があるのですが、これをつくっている間の約２年半、実は僕

はジブリにいなかった。小さな出版社に転職して、『サイビス』という

コンピュータ関係の専門誌の編集をしていたのです。

　アニメの制作と雑誌の編集は、モノづくりの調整役という点では似た

ところがあるのですが、モノづくりのスケールがまるで違う。とはいえ、

仕事の面白さは必ずしもスケールの大きさで決まるわけじゃない。アニ

メ映画の制作やプロデュースを手がけるようになって、それはそれで面

白い仕事だったのですが、雑誌の編集という手作り感のある仕事にも捨

てがたい面白さがある。ですから、新しい雑誌を創刊するから手伝って

くれないかと声をかけられた時、それを断る理由が見つけられなかった。

で、徳間書店を退職して、そっちのほうに走っちゃったというわけ。

　1995 年の夏から『サイビス』の編

集を手がけたのですが、あまり売れ行

きが芳しくなくて、98 年の春には新

しい雑誌で捲土重来を期そうというこ

とになっていた。そこに、見すかした

ように鈴木が訪ねて来て、もういいだ

ろう、ここいらが潮時だろうというの

です。社長にも高橋を返してくれと直

談判して、了承を取り付けるからと。

ちょっとむかっとしましたが、返す言

葉はなかった。確かに、ひとつの雑誌

の創刊から廃刊までにかかわったこと

で、やれるだけのことはやったという

思いはあった。体力的にも、編集者と

しての仕事には何かしらの区切りをつ

けるべき頃合いだった。雑誌の編集に

は体力勝負という側面がありますからね。そこで、ジブリに戻ること

にしたのです。

　鈴木がなぜ僕を連れ戻しに来たのか。察するに、彼は話相手がほ

しかったのではないでしょうか。ジブリでは、前の作品で稼いだお

金を内部留保しておくというようなことはせず、ありったけのお金

を次の作品にすべて投入してしまう。しくじったらそれで終わり、次

はないという、経営という観点から見たら常軌を逸したモノづくり

をしています。それが鈴木の流儀なのです。それだけに、プロデュ

ーサーとしての鈴木は、いつも並大抵じゃない孤独と不安をかかえ

ている。そこで、いわば精神安定剤になるような人間をそばにおい

ておきたいということだったのではないかと思います。

　僕がなぜ精神安定剤になりうるか。たぶん、僕にはどんなものごと

にものめりこめないところがあって、いつもものごとをさめた目で見

ているというところがある。飽きっぽくて、見切りをつけるのが早い

といってもいい。そういう人間の存在が、鈴木にとっては精神安定剤

というか、鎮静剤になっているのではないか。というのも、ジブリの

仕事にかかわっているのは、多くがアニメの熱烈な愛好者で、かつ宮

崎駿や高畑勲、ないしは鈴木敏夫の信奉者なのです。それは、あんま

り健全なこととはいえませんからね。そのあたりのことは、鈴木もよ

く承知しているということです。

  ですから、出戻ってからも、引き受ける雑用の幅が少し広くなったと

いうくらいで、僕の仕事自体はそんなには変わっていない。ジブリ（徳

間書店）に戻って、多少は役に立てたかなと思えるのは、スタジオジ

ブリの生みの親ともいえる徳間書店の社長が亡くなった時、その葬儀

の進行役を引き受けたことくらいで、ジブリのアニメづくりそのもの

に貢献したといえるほどのことは、や

れてないような気がします。

　僕は、人生の転機を、そう深くは考

えずに受け流してきた。ものごとをそ

う深くは考えないというのが、僕の生

き方なんです。

　一橋大学に入ったのもそう。偏差

値に照らし合わせて、東京で入れそ

うな国立大学を見渡したら、一橋が

あったというだけのことです。キャ

プテンズ・オブ・インダストリーな

んてキャッチフレーズも、入学する

上司の話相手として
ジブリに戻る

マイナー志向の美学を
徹底的に追求するという
生き方
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までは耳にしたこともなかった。学部も偏差値に照らして選んだだ

けのことで、何を勉強したいからということじゃなかった。

　徳間書店に入ったのもそう。なんとなく、ふつうのサラリーマンに

はなりたくないなという思いがあって、出版社や新聞社を何社か受け

て、受かったのがたまたま徳間書店だったというだけのことです。こ

ういう雑誌をつくっている出版社だからとか、こういう経営理念をも

った会社だからというような高邁な志望動機はなにもなかった。

　ただ、ものごころがつく頃から、世の中の本流より、マイナーなも

の、アウトロー的なもののほうが好きで、そういう傍流の世界に身を

置いていたいという漠然とした指向性はもっていたのかもしれません。

大学に一橋を選んだのも、一橋に反主流のにおいをかぎとったからじ

ゃないかと思います。そしてその一橋でも、アウトローなゼミに入り、

マイナーなサークルに所属していた。ゼミは政治史、

サークルはＳＦ研究会です。どっちも今はもうなくな

っている。そういう、あんまり人目につかないところ

で、気心の通じ合う仲間となごやかに、わいわいと話

をはずませるというのが、僕にとっては面白いという

か、性にあっているんです。

　ですから、一橋でこれを学んだことが今につながっ

ているとか、役に立っているというようなことは、あ

んまり思いつかない。よくも悪くも自由で、いい大学

だったなとは思いますが、それが僕の人格形成や、そ

の後の生き方を左右したとは思えない。

　ＳＦ研究会では、８ミリの自主映画をつくったことがあるんですが、

そのプロデューサー役を務めたことが、まあ、今の仕事につながりが

あるといえばいえるんですが、それも後からの意味付けで、そういう

経験があったからジブリの仕事に出会ったというわけではありません。

　鈴木の下で働いていると、鈴木の後継者かのように見られて、スタ

ジオジブリはこれからどういう方向に進むのか、進めたいのかと問わ

れることが多い。ディズニー・プロの事業展開から連想してのことだ

と思いますが、キャラクタービジネスやテーマパーク事業への進出を

打診されたりもする。

　でも、宮崎さんも鈴木も、そういうことにはまるで関心がないので

はないかな。一本一本の作品をつくりあげること、今つくっている作

品のクオリティをより高めることしか頭にないと思いますよ。僕も、

それはそれでひとつの道だと考えています。

　組織というものには組織としての意志というか、モチベーションが

あって、それを決めているのは組織のトップのモチベーションなので

すね。ジブリの場合は、いろんな監督がいろんな作品をつくってはい

ますが、やっぱり宮崎駿という作家が顔の組織で、その宮崎さんがア

ニメをつくること以外の事業に興味をもっていないとしたら、手足が

勝手な方向に動いてもうまくいきっこない。ディズニーの場合は、ウ

ォルト・ディズニーがもともとディズニーランドをつくりたい人だっ

たから、ああいうことができた。しかし、宮崎さんは、そうじゃない。

根っからの作家なのです。

　そして、だからこそ、ジブリには人もお金も集まるのだということ

もいえる。これが単にお金儲けを目的とする組織だったら、誰もつい

てこない。お金儲けは事業の目的にも人生の目的にもなりえないので

す。僕にしたって、子どもたちにエールを送りたいんだという宮崎さ

んの言葉に意義を感じて、つきあってみようという

気持ちになった。

　もちろん、お金儲けも大切なことで、そのための

マーケティングなんかもないがしろにはできないの

ですが、ジブリの場合は、いわばそういう商業主義

を突き抜けたところでアニメづくりをしているので

すね。だから、スタッフのみんなが思いっきり力を

発揮できる。だから、ほかとは比べものにならない

ような、ケタちがいに質の高いアニメ作品が生まれ

る。そうすると、ここまでやられちゃったら、もう

しようがないな、降参だなという、商品としての市

場性の有無を度外視した評価が得られ、結果として興行的にもヒット

するということになる。ジブリは、その繰り返しでここまで来た組織

なのです。

　最近になって、宮崎さんは宮崎さんなりにしっかりとマーケティン

グもしているのだなと気づかされるようになりましたが、基本的には、

宮崎さんがつくりたいものをつくっているのが、ジブリという制作プ

ロダクションです。宮崎さんがつくりたいものがなくなったら、ジブ

リも存在意義を失う。僕は、それでいいのではないか、そこがジブリ

の面白いところなのではないかなと思っています。組織は永続させれ

ばいいってものでもありませんしね。（談）

One and Only One

◆高橋　望（たかはし・のぞむ）

1960 年東京生まれ。83 年一橋大学社会学部卒。徳間書店に入社。雑誌『月刊

アニメージュ』などの編集を経て、89 年、当時は徳間書店の子会社だったスタ

ジオジブリに出向。鈴木敏夫プロデューサーの右腕として『おもひでぽろぽろ』『紅

の豚』『平成狸合戦ぽんぽこ』『耳をすませば』『ホーホケキョとなりの山田くん』『千

と千尋の神隠し』の制作を担当。また『海がきこえる』『猫の恩返し』『ギブリー

ズ episode ２』、実写作品『式日』ではプロデュースを手がけている。また、一

時期、スタジオジブリを出てコンピュータ関係の専門誌『サイビス』の編集を手

がけていたことが機縁になって、一橋大学でもＩＴ講座「実践ｅコマース論」で

授業のひとコマを受け持っている。

お金を集めるという動機が
希薄であるからこそ
お金も集まるという妙
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